










　今日の社会情勢の急激な変貌は,地球(人間)環境と人々との相互交渉過程に

大きな変化をもたらし,健康危険の程度は益々強いものとなった。このような

条件の中で,いわゆる Vulnerable life stage に相当する母子の健康問題の解

決に関し,保健・医療体系の近代化,システム化が要望されるようになった。し

かし,保健・医療における各種資源の性格,機能,潜在的能力,体質などが明確化

されないまゝ,単に施設間連携モデルを作成したり,医用電子機器の導入による

情報システム計画が発表されるなどして,却って社会問題化するおそれを大き

くしてしまった。このシステム化混乱現象は,まさに経済高度成長下の時代に

出発し,医療資源を過少評価してメカニカルなプロセスのみを重視し,医療の本

質を誤解した結果として生来したものであった。


